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内

容

対象構造物 
コンクリート試験体およびコンクリート構造物全般 

 

項 目 
コンクリート表層の気泡間隔係数および空気量，ひび割れ幅計測 

 

使 用 機 器 
研磨機および HF-MAC02 

 

使 用 実 績 
模擬部材の施工性確認，実構造物の気泡間隔係数試験 

 

〈機器の特徴〉 
原位置かつ供試体において，ASTM C457 に準拠した測定が可能である。実構造物では，コンク

リート表面 0.5 ㎜～1 ㎜程度の研磨を行い光学処理によって測定し評価する。 

また，二値化技術によってコンクリート表面に発生したひび割れを 0.003 ㎜より測定可能なひ

び割れ幅計測モードを搭載し，気泡分布から施工による均一性といった性能を確認することが出

来る。本機器は，コンクリート供試体ではできなかった施工性の確認やコンクリートコア採取に

伴うコンクリート構造物に与える損傷の低減化やコア採取の難しい位置における測定を可能と

し，原位置かつ迅速に測定できることが最大の特徴である。 

〈試験機の仕様〉 
本機器の仕様は下記のとおりです。 
 
電 源 ：100V AC 電源 

 カメラ ：画素（4K） 
分解能 ：0.003 ㎜～ 

 保存形式：BMP,JPEG,CSV データ出力 
 測定モード：気泡測定モード 
       ひび割れ幅計測モード 
 オプション：手動 XY テーブル 
       ハンディー型研磨装置 

   HF-MAC02（現場型気泡測定装置）   
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□ コンクリートの研磨状況            □ 研磨後 

       
□ 取得画像                  □ 気泡判別（二値化処理） 

       

□ ひび割れ幅計測モード           □ 気泡測定結果 

       

※ 気泡間隔係数の算出にあたり，配合条件（単位水量，単位粉体量，密度）の情報が必要 
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